














要約:ヒトパルボウイルス B19(B19 ウイルス)は、伝染性紅斑の原因ウイルスであり、妊婦

が感染すると、時に胎児水腫や死・流産等の障害を起こすことが知られている。多様な症

状を示す B19ウイルス感染についての検査法は、現在まだ認可されたものがない。厚生省

の感染症サーベイランスによれば、近年我が国では、伝染性紅斑の大流行が 5～6 年の間

隔で発生している。B19 ウイルス感染の実験室診断に対する要望が高まっているが、抗原

入手が困難なことから、一部の検査室や研究所で独自に試験的に検査を行なっているのが

現状である。より良い、検査試薬の一日も早い導入が望まれる。今回、MRL、IBL、Biotrin、

デンカ生研の 4社の抗体測定用キットを入手し、ウイルス粒子を抗原としている自家の方

法と比較した。4社のキットはいずれも組換え抗原を用いている。MRL、IBL 社が大腸菌発

現構造タンパク(VP)を用い、Biotrin、デンカは昆虫細胞発現組換え粒子抗原である。結

果は、(1)IgM 抗体測定キットについては、Biotrin 社の製品が極端に感度が低かったが、

他の 3社の製品はほぼ同程度の感度、特異性を示し、ウイルス粒子を抗原としている対照

試験と比べて遜色がなかった。また、リウマチ因子の影響を受けて偽陽性となった検体は

なかった。(2)IgG 抗体測定キットについては、やはり Biotrin に吸光度のバラツキが多

く認められた。IBL 社のキットでは IgG 抗体が検出できない血清が数例あった。その血清

は他のキットではいずれも陽性であったが、IBL 社キットでも IgM 抗体は陽性であり、感

染後比較的早期の検体であった。以上のように、今回比較したキットは、Biotrin 以外は

いずれも特異性が高く、感度においても優れていた。体外診断薬として十分使用に耐える

と考える。


